
 

社会福祉法人ウィング ２０２６年度事業計画  

 

少子高齢化の大波をひしひしと実感する昨今、人材確保や定着はますます難度を高めて

います。一方で、福祉ニーズの多様化や必要性はさらに高まり、我が法人も、この地域に

ある障害福祉ニーズに応えられるよう、サービスの質と量の確保や安定的なサービス提供

体制が求められています。 

職員は皆、各々に志を持ち、利用者やその家族の幸せを願い、よりよい支援を模索しな

がら頑張っています。その頑張りが利用者の笑顔や地域の福祉力の貢献につながっていま

す。この現場力を絶やすことなく、持続可能な揺るぎのない事業体を目指していきます。

多様な働き方に対応できるよう、給与体系や就業規則の見直し、人材育成の強化など、さ

らに進めていきたいと存じます。 

不安定な社会情勢だからこそ、ひるむことなく法人理念の実現のために「為すべきこと

を為す」のみです。 

 

【重点目標】 

 １．本人の意思・想いを尊重した支援、および利用者の権利擁護の徹底 

 ２．多様な職員、多様性のある働き方に対応した人材確保・定着・育成 

３．より一層の地域交流、及び各場面におけるコミュニケーションの充実 

 

 

Ⅰ 法人本部 

 

【基本方針】 

・社会福祉法人としての使命の追求  

・適正かつ公正な法人運営 

・積極的な情報公開・情報発信 

【主要な取り組み】 

１．法人の経営状況や法人内部の状況について、理事会・評議員会にて適時報告を行い、適 

正に審議・協議を行う。 

２．地域のニーズに応じたサービス提供を継続できるよう、常にコストを適正に把握し、効 

率的かつ持続可能な経営を行う。 

３．新たな勤怠管理システム、シフト調整ソフトを導入し、各拠点の管理や拠点間での情報 

共有、事務局での給与処理等、勤怠業務全般において効率化を図る。 

４．法人本部業務、バックオフィス業務の標準化に引き続き取り組む。また、法人運営の中 

長期的な視点をもって職員の採用、育成計画を考え、具体的な形にしていく。 

５．業務・役割に応じた給与体系を検討しながら、給与規程の改正と等級制度の再構築に取 

り組む。～個々の持ち味やニーズと上手くマッチングできる仕組みを作り、一人ひとりが 

やりがいをもって働ける職場づくりをしていく～人材定着プロジェクト 



 

６．法人としての取り組みを職員へも発信し、双方向のコミュニケーションを深めながら、 

法人としての課題に組織として取り組む力を高める。 

７．様々な採用の形を探りながら、採用の視野を広げ、間口を広げていく（副業やスポット 

ワークの受け入れ継続、リファラル採用、外国人採用の検討など）。ウィングの魅力や福 

祉のやりがいを、日々の活動の様々な場面から発信し、地域に潜在している福祉人材の確 

保につなげていく。 

８．ホームページの内容について、現時点で必要な部分は見直しを行い、随時新しい情報を 

発信できるよう、今後の維持管理体制を整えていく。SNSでの日々の情報についても、様々 

な人へ届くよう発信を続けていく。 

９．持続可能な経営を行うために必要な見識を深めるための管理職研修の実施。 

【各委員会】 

 １．研修委員会  

○目的・目標 ・ウイング「人材育成指針」に基づき、研修の企画・運営を行う。 

・職員１人ひとりが必要なスキルを身につけ、より質の高い利用者支援

につなげる。 

・事業所間連携の場となるような研修を企画していく。 

○実施計画  ・法人全体研修の企画・運営、新任研修の企画・運営。 

         ・研修委員会だよりの発行。 

２．福利厚生委員会 

○目的・目標 ・事業所・勤務形態の違いを乗り越えて、職員間の交流やつながり   

を深め、元気で明るい職場を目指す。 

○実施計画  ・職員間コミュニケーションが取れ、交流が深められる内容を検討する。 

       ・勤務形態・時間に関わらず、職員誰もが参加しやすい企画を起案する。 

・法人親睦会の実施、法人新年会の企画・運営等 

３．感染症対策委員会 

○目的・目標 ・利用者、職員の安全・安心を守るために、感染対策の策定、周知や見

直し、改善を行い、安全で質の高いサービスを安定して提供出来る環

境を実現していく。 

○実施計画  ・法人職員への研修の企画・立案。事業所単位で２回以上の研修と訓練

実施 

・各事業所での感染対策の実施・把握・評価をする。 

・感染症対策の周知 

４.権利擁護委員会 

○目的・目標 ・利用者への人権意識を高め、より質の高いサービス提供を目指す。 

○実施計画  ・虐待防止や身体拘束適正化等の権利擁護に関する研修の実施 

・虐待防止マニュアル等の改正案作成 

・虐待防止チェックリスト及び事例検討の実施 

・倫理綱領・職員行動規範・虐待防止マニュアルの周知 

・掲示物や配布物等のツール作成と掲示等の実施 



 

５.虐待防止委員会・身体拘束適正化委員会 

○目的・目標 ・虐待防止のチェックとモニタリング 

・虐待や身体拘束のゼロを目指す。 

○実施計画  ・虐待が疑われる事案があった場合、速やかに報告し、「虐待が疑われ

る事案が発生した際の対応フローチャート」に沿い手続きを行い、虐

待（不適切な対応事例）に関しては、検証と再発防止策を講じる。 

       ・身体拘束の適正化を図るために定期的な検証を行う。 

６．Smile∞Smile フェス実行委員会 

 〇目的・目標 ・地域の恩返しを行い、普段入れない場を見ていただき福祉を知って 

もらうイベントとする。 

・参加者のみなさまの笑顔を第一に考え、参加型のイベントとする。 

・職員が一致団結し法人全体のイベントを成功させる。 

 〇実施計画  【2026 年度テーマ ～みんなで わらって こころをひとつに～】 

・開催日 2026 年 11 月 8 日（日） 初めての秋開催 

・フェスを通してウィングの理念を広げていく。 

・他福祉事業所や企業、学校などの繋がりの輪をつくる。 

 

【２０２６年度・苦情解決体制】 

拠点 苦情解決責任者 苦情受付担当者 

のびっこ 内田 常子 福田 香美 

そら 辻野 聡 鎧塚 謙 

きらり 内田常子  平川 文子 

にこにこぬくぬく 井野一浩 （にこ）外石美音佳 

（ぬく）紫藤敏文 

グループホームにじ 清水 剛 小宮 由希 

本部 今野美緒 美原 美穂 

苦情解決第三者委員 丹羽彩文 ・ 中島敏史 

 

 

Ⅱ のびっこ拠点 

 

ワーク＆ライクのびっこ 

【実施事業】 

 障害者総合支援法に基づく、生活介護事業・就労継続支援 B型事業（多機能型） 

【サービス基本方針】 

１. 利用者本人の想いや主体性を尊重して、日中活動の中でそれぞれのペースで活き活

きと活動できるように支援する。 

２．地域の中ののびっことして、授産活動を通じてより一層の地域交流をはかる。 



 

 ３．ご利用者、保護者、スタッフ間、法人内他事業所、他関係機関との、誠意ある直接的

なコミュニケーションを大切にする。 

【重点目標】 ～みんな いきいき 笑顔いっぱい～ 

１．日帰り旅行の復活！  

  利用者も職員も、働く仲間と親睦を深める機会を復活する。 

２．ちょっとしたお楽しみ企画でわくわくドキドキわいわい！ 

 大がかりな準備がなくても、ちょっとした創意工夫があれば、楽しみは作り出せる。笑 

顔・真剣な顔・驚いた顔・充実した顔など利用者の豊かな気持ちを引き出す取り組み 

を充実させる。 

３．社会の一員として仕事も楽しく頑張る 

地域の人とのつながりを大切に、「のびっこに来てもらう」「のびっこから出かける」こ

とで、利用者を真ん中にした人とのつながりを作り出す。 

４．障害特性や健康維持に配慮した活動の充実 

日中活動のさらなる充実を図るために、作業療法士の配置を目指し、利用者の障害や身

体状況などに応じた適切な支援を強化する。 

５．ランチサービス提供体制の再構築 

  利用者の嗜好に配慮した美味しいランチサービスのために、現在の業者の献立作成・食

材提供の体制から、自前の提供体制へと切り替え、安定した提供体制の再構築を目指す。 

【具体的な取り組み】 

・権利擁護を支援の基軸ととらえ、利用者が自己の強みを生かし、さらに活躍できるよう、

日々の活動の中で支援の質の向上に取り組む。 

・個別支援計画の質的向上を図り、その実践と実現を目指す。 

・新たに行事係を設定し、ちょっとしたお楽しみ企画を実施する。 

・講師を招いての事例検討会など、スタッフ研修の充実を図る。 

・作業療法士の確保とその役割業務の仕組みを整える。 

・家族の安心も大切な支援の視点ととらえ、共に支える、共に考える信頼関係をつくる。

とりわけ、顔の見えるコミュニケーションや事業所からの情報発信を大切にする。 

・作業班の枠を超えて、チームのびっこで利用者支援を行う体制にする。 

・就労継続支援Ｂ型事業の安定的な工賃確保のために、飲食サービスの特性を生かした新

しい仕事の可能性を検討する。 

 ・日々の利用者の健康管理・体調把握に努め、事業所内で共有すると共に、保護者や他事

業所との連携をおこなう。また、基本的な感染防止対策を継続する。 

 ・安心・安全かつ美味しいランチの提供のため、ランチ提供体制の見直しを図る。 



 

 

４月 通所日 21 日 ５月 通所日 18 日 ６月 通所日 22 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 1 2 1 2 3 4 5 6

にこぬく10周年 運営会議 スタッフ会議

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13
運営会議 運営会議スタッフ会議

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20
班連携会議 スタッフ会議 班連携会議 班連携会議

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27
保護者会

26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 28 29 30

備考 備考 備考

７月 通所日 22 日 ８月 通所日 19 日 ９月 通所日 20 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 1 1 2 3 4 5

運営会議 スタッフ会議 運営会議

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12
運営会議 スタッフ会議 スタッフ会議

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19
班連携会議 通所日 班連携会議

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26
班連携会議 通所日

26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30

30 31

備考 備考 備考

１０月 通所日 21 日 １１月 通所日 19 日 １２月 通所日 20 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

スタッフ会議 運営会議 スタッフ会議 運営会議 スタッフ会議

4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12
運営会議 Wフェ ス 振替休日 保護者会

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19
班連携会議 班連携会議 班連携会議

18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26
通所日

25 26 27 28 29 30 31 29 30 27 28 29 30 31

備考 備考 備考

１月 通所日 19 日 ２月 通所日 19 日 ３月 通所日 23 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

運営会議 スタッフ会議 運営会議

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13
運営会議 成人を祝う会 通所日 スタッフ会議

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20
班連携会議 スタッフ会議 班連携会議 班連携会議

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27
通所日 保護者会

24 25 26 27 28 29 30 28 28 29 30 31

備考 備考 備考

及び は、利用者休日です。 * 運営会議：月１回 * 班連携会議：月１回

は、スタッフ休日です。 * 班会議：月１回 * 各係会議：適時

年間通所日・・・・・ ２４3日243日 * ﾗﾝﾁｻｰﾋﾞｽ会議：月１回

スタッフ年間休日・・・・・１０９日 有休推奨日

通報訓練

31
防災訓練・保護者会・法人研修（13日）

新年度会議（18日）・個別面談 　 防災訓練・健康診断・青空まんぷく会

法人研修（１２日）

日帰旅行 防災総合訓練・健康診断 クリスマス会・保護者会

ワーク＆ライクのびっこ（生活介護）年間予定表

班別保護者懇談会

31



 

 

４月 通所日 22 日 ５月 通所日 18 日 ６月 通所日 22 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 1 2 1 2 3 4 5 6

にこぬく10周年 運営会議 スタッフ会議

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13
運営会議 運営会議スタッフ会議

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20
班連携会議 新年度会議 班連携会議 班連携会議

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27
川島春フェ ス 保護者会

26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 28 29 30
ドックスマイ ルマルシェ

備考 備考 備考

７月 通所日 22 日 ８月 通所日 16 日 ９月 通所日 22 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 1 1 2 3 4 5

運営会議 スタッフ会議 運営会議 運営会議

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12
スタッフ会議 スタッフ会議

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19
班連携会議 班連携会議

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26
班連携会議

26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30

30 31

備考 備考 備考

１０月 通所日 21 日 １１月 通所日 20 日 １２月 通所日 19 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

スタッフ会議 運営会議 スタッフ会議 運営会議 スタッフ会議

4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12
運営会議 Wフェ ス 振替休日 保護者会

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19
班連携会議 班連携会議 班連携会議

18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26
カ ーフェ ス ラ ンタン 通所日

25 26 27 28 29 30 31 29 30 27 28 29 30 31

備考 備考 備考

１月 通所日 19 日 ２月 通所日 19 日 ３月 通所日 23 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

運営会議 スタッフ会議 運営会議

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13
運営会議 成人を祝う会 通所日 スタッフ会議

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20
班連携会議 スタッフ会議 班連携会議 班連携会議

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27
通所日 通所日 保護者会

24 25 26 27 28 29 30 28 28 29 30 31

備考 備考 備考

及び は、利用者休日です。 * 運営会議：月１回 * 班連携会議：月１回

は、スタッフ休日です。 * 班会議：月１回 * 各係会議：適時

年間通所日・・・・・ ２４3日243日 * ﾗﾝﾁｻｰﾋﾞｽ会議：月１回

スタッフ年間休日・・・・・１０９日 有休推奨日

班別保護者懇談会

通所日

法人研修（12日）

31

メンバーレク 防災総合訓練・健康診断 クリスマス会・保護者会

ワーク＆ライクのびっこ（就労支援B型/カフェ）年間予定表

通報訓練 防災訓練・保護者会・法人研修（13日）

31
新年度会議（18日）・個別面談 　 防災訓練・健康診断・青空まんぷく会



 

Ⅲかわじま地域生活支援センター拠点 

 

かわじま町障がい児・者相談支援事業所きらり 

【実施事業】 障害者総合支援法に基づく指定特定相談支援事業 

       児童福祉法に基づく障害児相談支援事業 

       生活困窮者相談・就労支援事業(彩の国安心セーフティーネット事業) 

【サービス基本方針】 

１．川島町唯一の障がい児者相談事業所として、障害のあるなしに関わらず、この地域で 

生涯にわたり、その人らしく安心して生活・働けるよう、当事者のエンパワメントを軸 

に細やかな相談支援を行う。 

２．行政をはじめ関係機関との連携、インフォーマルな社会資源の活用など、地域で支え 

る視点を持ちながら、人と人とのつながりを大切に推進していく。 

３．相談支援から見える地域課題について、関係機関や地域の人たちと共有・共感しなが 

ら地域力向上に尽力する。 

４．かわじま地域生活支援センターとして一体化した支援を提供し、多様化した地域ニー 

ズに迅速かつ親身にサービス提供を行う。 

【重点目標】 

１．相談支援のさらなる質の向上 

２．行政・関係機関・地域等とつながりを深める。 

【具体的な取り組み】 

１．相談支援の質の向上 

・利用者の意思を軸に真のニーズを見極めながら、計画作成し、支援チームを作っていく。 

・意思決定支援に関する見識を深め、利用者のエンパワメント向上に貢献する。 

・家族の安心にも繋がる相談支援を目指す。 

・地域のニーズに応じて、生活困窮者への相談支援を行う。 

２．行政・関係機関・地域等とつながりを深める 

 ・比企障害児相談支援ネット（年２回）：相談支援事業所との交流・情報共有・困難ケー

ス相談等 

・川島精神情報交換会（毎月）：町福祉課・町保健センター・町社協・基幹相談・委託相

談・訪看事業所との情報共有 

・比企地域障害者相談支援従事者研修会（年２回） 

・比企地域障害福祉サービス事業所連絡会への参加 

・埼玉県発達障害福祉協会相談支援部会への参加 

 ・安心セーフティネット主催研修への参加 

３．内部会議 

・職員会議（毎月１回）  ・計画相談伝達等会議（毎週１回） 

・かわじま地域生活支援センター合同研修(年間計画参照) 

 



 

ライフサポートそら 

【実施事業】 

 障害者総合支援法に基づく 

 居宅介護・重度訪問介護・同行援護・行動援護・移動支援事業 

 介護保険法に基づく 訪問介護事業・介護予防日常生活総合事業 

 障害児(者)生活サポート・福祉有償運送事業 川島町スポーツ・芸術文化活動等事業 

【サービス基本方針】 

１．在宅サービスの事業所として、利用者やその家族が望むサービスを必要な時に利用し 

ていただけるように体制を整え支援を実施し《選んでよかった・使ってよかった》と思

っていただける事業所にしていく。 

２．かわじま地域支援センターとして一体化した支援を提供し、多様化した地域ニーズに 

応えられる組織になる。 

【重点目標】 

１．サービス（支援）の質の向上、意思決定支援の継続 

２．地域とのつながり、他機関との連携 

３．職員 1 人１人の成長、法人全体の中で活躍できる役割を担っていく 

【具体的な取り組み】 

１．サービス（支援）の質の向上 

・利用者、家族のニーズを派遣につなげる。 

・意思決定支援の継続、知識を深める（体験の機会・自己選択・自己決定）。 

・支援について、職員同士で話し合える環境を作っていく（悩みの共有や検討、権利擁護、

接遇ついて意見交換等）。 

・利用者状況に合わせた柔軟な対応を行っていく。 

２．地域とのつながりを大切にする 

・個々の派遣の中で、利用者が地域とつながる機会や、居場所を開拓する。 

・住んでいる地域で安心して自分らしく暮らせるよう関係機関と連携して支援していく。 

・るんるん講師や、ボランティアなど関わる人を広げていく。 

・スポットワークを活用し、地域の人材発掘を行う。 

 ・派遣を通じ地域とつながることで災害が起きた時に協力しあえる関係を作っていく。 

３．職員一人一人の成長 

 ・事業所状況、法人状況が変化していく中で、オールラウンドに活躍できる人材となる。 

 ・個々の個性、希望を活かしながら、法人全体を意識した行動を取れるようにする。 

 ・現状のスキル、支援に満足せずよりよい形、先を見越した検討をし合える組織作り。 

 

 

 

 

 

 



 

【事業別利用見込】 

 

【るんるんクラブ】 

 〇カルチャースクール 

  目的：仲間たちと一緒に様々な体験（運動・表現活動）を行い、余暇を楽しく過ごす。 

  開催日：原則第２・３・４火曜日 １６：３０～１８：００ 

  内容 ：ダンス・ヨガ・ウォーキング・バスケ・書道・音楽・調理・工作など 

      生涯学習フェスティバル・川島町中央文化展など、発表する場を設ける。 

      ※感染症等の状況により内容の変更、中止もある。 

【グループ外出企画年間予定】 

月 日（土・日） 内    容 

４月 １１・1２日 お花見に行こう（長瀞） 

５月 ９日・１０日 BBQ をしよう 

６月 ６日・７日 競馬場を楽しもう 

７月 ４日・５日 水族館に行こう 

８月 １日・２日 博物館に行こう 

９月 ５日・６日 餃子を食べに行こう（宇都宮） 

１０月 ３日・４日 動物に会いに行こう 

１１月 ７日・８日 BBQ をしよう 

１２月 ５日・６日 冬のイベントを楽しもう 

１月 ９日・１０日 初詣に行こう 

２月 ６日・７日 新名所に行こう 

３月 ６日・７日 春を探しに行こう 

          ※感染症、天候の状況により内容を変更、中止もある。 

 

 

事業区分 契約数 月平均時間 年間利用時間 

指定訪問介護等 ４  ３３ ３９６ 

行動援護 ３５ 

１２ 

１ 

6 

0 

１ 

３ 

４６０ ５５２０ 

居宅介護 身体介護 １６０ １９２０ 

家事援助 8 ９６ 

 通院等介助 １1 １３２ 

 身介なし 0 ０ 

重度訪問介護 １４ １６８ 

同行援護 ２５ ３００ 

移動支援 ４７ 
身体あり ４５ ５４０ 

身体なし ２０ ２４０ 

生活サポート ９２ １８０ ２１６０ 



 

【研修計画】  

・４月個人情報保護  ・６月 NASVA 安全運転講習  ・８月ヘルパー定例会 

・９月意思決定支援  ・１月介護保険のテーマで研修 ・他月は法人研修計画参照 

※権利擁護、感染症の研修はセンター合同で行う。 

＊職員会議（毎月） 

＊個別支援会議は毎月実施（１月・２月以外） 

＊安全運転講習３年に１回外部研修受講。今年度は、外部となる。 

 

 

Ⅳ にじ拠点 

 

グループホームにじ 

【実施事業】 

 障害者総合支援法に基づく共同生活援助事業 

【サービス基本方針】 

 １．利用者の権利、利用者の意思・意向を尊重した生活を支援する。 

２．利用者が地域の一員として暮らし、家庭的で落ち着いた生活環境を提供する。  

３．ご家族、他事業所、他機関、地域など、外部機関との連携を密にし、開かれたホーム

運営を心掛ける。 

【重点目標】 

１． 個々の利用者の希望・ニーズを出発点とし、過度な管理ではなく、個々の利用者の能

力・特性に応じた支援をおこなう。その過程では、出来ること、やりたいことに着目

する。 

２． 事業所職員間や他事業所・関係機関と連携を密にし、課題に対しては、個々でなくチ

ームで対応することで解決する。 

３． 利用者が地域の一員として安心して暮らせるよう、利用者主体の地域交流を進める。 

【具体的な取り組み】 

 １．利用者の意向に即した支援 

  ・利用者主体の視点を取り入れた個別支援計画の作成、実行。 

  ・買い物や余暇活動など、生活の中で利用者が選択できる機会を多く創出する。 

  ・利用者の健康管理について、日常的に看護師と共有し、また医療機関や関係機関との

連携を図り、障害特性・年齢に応じた支援をおこなう。 

  ・日常的な清掃、除草、エアコン掃除など、快適な住環境のための整備をおこなう。 

  ・なないろの利用日増について、ニーズや職員体制を踏まえて検討していく。 

  ・にじ・なないろ相互の利用者の交流を進め、合同でのレクを企画、実施する。 

 ２．組織作り・チーム支援 

 ・ホーム２か所体制を踏まえた、業務のマニュアル化や支援の共通認識をはかり、業務

全般の見える化をおこなう。また、利用者支援の共有、職員間のコミュニケーション

など、「にじ」「なないろ」が一体的で効率的な運営をおこなう。 



 

・個々の利用者の課題、ホーム運営の課題などは、職員会議、個別支援会議のみならず、

他事業所との連携など、外部からの視点も積極的に取り入れる。 

  ・職員に対する権利擁護・虐待防止の啓発・研修を継続的におこなう。利用者に対して

も権利擁護の視点からの啓発をおこなう。 

 ３．地域交流・安心な生活 

・地域自治会、近隣住民の方と利用者との交流の橋渡しを行う。職員は挨拶の推進、交

通安全の徹底など、基本的なマナーを大切にする。 

・地域連携推進会議を開催し、地域の皆さまにグループホームの様子を発信し、情報や

ご意見を頂きながら交流をはかる。そのことで、より質の高い支援につなげる。 

 ・災害時など、いざという時の安心のために、BCPや非常災害計画などの訓練を定期的

におこなう。  

・ご家族に対しては、連絡帳経由だけではなく、直接電話等で様子、状況をお伝えする

などして、ホームでの生活に安心して頂けるように努める。 

 

 

Ⅴ にこにこ・ぬくぬく拠点 

 

にこにこ 

【実施事業】 

 児童福祉法に基づく児童発達支援事業及び放課後等デイサービス事業 

【サービス基本方針】 

 １．学年や障害を含めて多様な利用者を受け入れている特性を活かし、集団での活動を通

じて子ども同士の交流の後押しをする。 

 ２．ひとりひとりの想いをくみ取り、より個性を伸ばせるよう、一緒にチャレンジする。 

 ３．障害・発達の特性に合わせて、根拠のある専門的な支援を行う。 

 ４．子どもひとりひとりの権利を尊重した丁寧な支援を行う。 

５．堅実に支援に取り組み、利用して良かったと思っていただけるようにする。 

【重点目標】 

 １．集団での取り組みにおいて子ども同士のお友達作りの機会として、かかわり心地よい

時間を共有する。 

２．個々の利用者の意思決定を後押しし、やりたいことを実現にむけてチャレンジする。 

３．様々な支援方法がある中で、支援の根拠を職員間で共有し、繋がりのある支援を行う。 

 ４．人権、権利擁護に関する職員への啓発、取り組みを繰り返し行う。 

 ５．安心して利用していただけるように様々な場面を想定して堅実に取り組み、状況に合

わせて工夫した活動をおこなう。 

【具体的な取り組み】 

 １．子ども同士の交流 

  ・子ども同士で交流できる仕組みや流れを、毎日の活動の目的・計画の中に取り入れる。 

  ・遠足やお祭りなどのイベント行事を通して、季節を感じてもらうとともに、違う学校 



 

や学年同士でもにこにこのお友達（仲間）として交流を図ることができるように工夫 

する。 

  ・地域の子どもたちとの交流の機会を考え、実施する。 

 ２．個別支援の充実 

  ・個々の子どもに即した個別支援計画を立て、発達段階や障害特性に応じた支援を行う。 

・目標をスモールステップの積み重ねととらえ、『できた』を実感できるよう、重点的

に取り組める機会をつくる。（支援グループ担当制の導入） 

  ・日々の連絡ノート、送迎時の引継ぎ、電話やメールでのコミュニケーション、個別面

談などを通して、子どもの様子について保護者との連携を丁寧に行う。保護者交流会

を企画して、保護者との直接的な交流を図る。 

 ・地域の子育てニーズや利用者家族の生活状況の把握に努め、児童発達支援の個別専門

的支援（OT や ST 等）や放課後等デイサービスの延長支援の実施に向け、検討する。 

 ３．専門的支援 

  ・総合的な支援・発達の５領域（「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コ

ミュニケーション」「人間関係・社会性」）を意識して発達段階・障害特性に沿った支

援をおこなう。 

・児童発達支援・放課後等デイサービスにおける支援とは何か？を職員間で常に話し合

い、つながりのある支援をおこなう。（個別支援検討会議や活動検討会議等） 

  ・チーム支援を意識して、職員ひとりひとりが日々の打ち合わせ、記録、会議等で子ど

もの状況・様子を共有して支援する。 

・相談支援機関、学校、他サービス提供機関とも必要な連携をとり、毎日の支援につな

げる。 

 ４．人権、権利擁護 

  ・職員が、常に誠意と敬意をもって子どもに丁寧に接する。 

  ・法人内権利擁護委員会とも連携し、虐待、身体拘束等の防止のため、必要な取り組み 

   をおこなう。 

  ・各職員が外部の人権研修に参加して、理解を深め、その内容を他の職員に還元する。 

  ・スポットワーク人材に対しても、子どもの人権に対する意識を持って支援に当たても

らうように、取り組みをおこなう。 

５．安心・安全 

  ・送迎・移動時・受け入れ時の点呼等、手順マニュアルを徹底して対応、適正な計画を

作成して実施する。職員に対する安全運転研修・手順マニュアルの確認を定期的に実

施する。 

  ・健康状態の把握等きめ細やかに共有し、感染防止対策を実施し安心てご利用いただけ

るようにする。 

・子どもの状態に応じた柔軟な対応・対策を取る。 

・感染症等の情報を逐一チェックして、警戒すべき時には、必要な対策を徹底する。 



 

 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ １ ２ １ ２ ３ ４ ５ ６

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ２８ ２９ ３０

３１

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ １ １ ２ ３ ４ ５

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ２７ ２８ ２９ ３０

３０ ３１

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ２９ ３０ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
１ ２ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ２８ ２８ ２９ ３０ ３１

３１

は、にこにこ休業日 は、祝日（にこにこは営業） ＊ 年間開所日　３０５日

２０２６年度　にこにこ年間予定表

１２月　　（24日）

※１０月末～川島町中央文化展に出品
しよう

◎土曜日保護者会兼親睦遠足？ ★２９日～３１日冬期休業日
◎冬休み調理イベント企画

＊スタッフ会議・・・原則毎月第３週　　＊運営会議・・・原則毎月第1～２週　

１月　　（24日） ２月　　（24日） ３月　　（27日）

★１日～３日冬期休業日 ※利用者個別面談（2月～3月） ※利用者個別面談（2月～3月）

＊活動検討会議・・・原則毎月第１週　　　＊個別支援検討会議・・・１０月・３月　

４月　　（26日）

◎４日にこぬくイベント企画

５月　　（26日） ６月　　（26日）

７月　　（27日） ８月　　（23日） ９月　　（26日）

◎夏休みプール企画（８月下旬まで） ★１３日～１６日夏期休業日
※利用者個別面談（８月～９月）
◎夏祭り企画2回

※利用者個別面談（８月～９月）

１０月　　（27日） １１月　　（25日）



 

ぬくぬく  

【実施事業】 

 障害者総合支援法に基づく短期入所事業 

【サービス提供基本方針】 

 １．個々のニーズをしっかりと捉え、そのニーズに即した適切かつ丁寧な支援を行う。  

 ２．緊急時のニーズに対して、迅速に対応する。 

 ３．夜間の支援のため、職員は常に人権意識を持って支援にあたる。 

 ４．泊まる環境を整え、安心してご利用いただけるようにする。 

【重点目標】 

１． 食事・入浴・睡眠等、各生活の場面において、各利用者のニーズを踏まえた上で、

年齢や障害に応じて、場面に応じた適切かつ丁寧な支援をおこない、安全・安心して

利用していただく。 

 ２．緊急時対応については、優先的に調整して全て受け入れられるように努める。 

 ３．様々な年齢・障害のある方が利用していることを認識して、利用者の人権に対する取

り組みを継続しておこない、職員の意識をより一層高める。 

 ４．利用者の安心できる環境づくりや感染症への対策など、不安なくご利用いただけるよ

うにする。 

【具体的取り組み】 

 １．ニーズに応じた支援 

 ・各利用者の利用ニーズを適切に把握し、常に利用者・保護者と共有する。 

・日々の連絡ノートを中心に、必要に応じて保護者と電話等にて連絡を取り、各利用者

の状況や様子の把握に努める。また、必要に応じて個別面談をおこなう。各関係機関

との連携も密におこない、支援・環境の調整につなげる。 

  ・支援における必要な情報を定期的に見直し確認をおこない、様子の共有に関して、職

員間での連携をより徹底する。 

夜勤の手順書を見直し、夜勤専門職員との伝達の場の設定をして、支援・業務につい

て統一した対応をおこなう。 

  ・服薬については、飲み間違いを防ぐため（薬管ケースに写真を使用する等）環境を整

え、職員間での確認を毎回確実に徹底しておこなう。 

  ・保護者のご要望による利用曜日の調整についてもできる限り柔軟に対応する。 

  ・利用希望、契約を待っていただいている方の状況の把握に努める。 

 ２．緊急時対応 

  ・緊急時の利用依頼については、直ちに最優先で対応・調整をおこなう。 

  ・必要な利用者が安心できるように、また譲って頂く方については、変更の依頼が偏ら

ないように、マニュアルに基づき対応する。 

  ・緊急時には、保護者に加えて、各関係機関とも必要な連携を確実におこなう。 

 ・予約段階における希望日等の変更についても、ひとつのニーズと捉え、出来る限り柔

軟に対応していく。定期利用と希望の調整の見直しをおこない、安心して利用できる

ように調整していく。 



 

３．人権意識 

  ・日常的な啓発をおこない、定期的に権利擁護・虐待防止研修を実施する。 

  ・各職員が人権研修に参加して、理解を深め、その内容を他の職員と共通認識で対応す

る。 

・年齢や障害に応じ、具体的な介助や、利用者に対する姿勢、言葉遣いを、ひとつひと

つ丁寧におこなう。 

・法人内権利擁護委員会と連携し、虐待、身体拘束等の防止のため、必要な取り組みを

おこなう。 

 ４．環境作り 

  ・利用者の状態に応じた柔軟な対応・対策を取る。 

  ・栄養士の助言を参考に食事の提供献立を準備する。 

・感染症防止のため、消毒、検温、換気など、必要な対策を講じる。 

【年間予定】 

 営業日数 ３６２日（１２月３１日～１月３日の受け入れはなし） 

※（人員体制により、休所日あり、週６日程度の営業状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２０２６年度 社会福祉法人ウィング 年間研修計画 

 

 

【備考】 

１．安全運転、ヒヤリハット事例（事故予防）については、各職員会議の中で随時検討する。 

２．事例検討会は、各事業所の中で、年に１回以上実施する。 

３．救命救急講習は、各事業所の中で、３年に１回実施する。 

４．そのほか、事業所の特性に応じた研修を随時実施する。 

 

  

実施 研修内容 研修目的 担当 

４月 個人情報保護 個人情報の適切な取り扱い サービス管理・提供責任者 

５月   安全運転 安全運転意識の向上 車両担当係 

６月 事故・緊急時対応 緊急時対応の確認 サービス管理・提供責任者 

７月 感染症対策① 感染症の予防及び蔓延防止のため 

の知識・訓練（感染対策 BCPの研 

修・訓練を兼ねる） 

感染対策委員会 

10月 権利擁護（虐待防 

止） 

障がい者の虐待防止、権利擁護 権利擁護委員会 

【法人全体研修】 法人全職員共通の研修 研修委員会 

11月 自然災害 BCP・災 

害時非常計画 

BCPの内容に関する研修および内 

容に沿った訓練 

サービス管理・提供責任者 

12月 感 染 症 対 策 ②

  

感染症の予防及び蔓延防止のため

の知識・訓練 

感染対策委員会 

１月 防犯講習 不審者への対応、防犯について サービス管理・提供責任者 

２月 権利擁護（身体拘 

束） 

身体拘束の適正化にかかる研修 権利擁護委員会 

３月 【法人全体研修】 法人全職員共通の研修 研修委員会 
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0

日
2
0

水
2
0

土
2
0

土

2
1

火
2
1

木
人

材
定

着
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
3
：
3
0
-
1
5
：
0
0

2
1

日
2
1

火
2
1

金
権

利
擁

護
委

員
会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
1

月
2
1

水
人

材
定

着
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
3
：
3
0
-
1
5
：
3
0

2
1

土
2
1

月
2
1

木
人

材
定

着
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
3
：
3
0
-
1
5
：
3
0

2
1

日
2
1

日

2
2

水
2
2

金
フ

ェ
ス

実
行

委
員

会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
2

月
2
2

水
2
2

土
2
2

火
2
2

木
感

染
対

策
委

員
会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
2

日
2
2

火
経

営
会

議

9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
2

金
新

任
研

修

1
6
：
3
0
～

1
8
：
0
0

2
2

月
2
2

月

2
3

木
人

材
定

着
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
3
：
3
0
-
1
5
：
3
0

2
3

土
2
3

火
経

営
会

議

9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
3

木
人

材
定

着
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
3
：
3
0
-
1
5
：
3
0

2
3

日
2
3

水
2
3

金
フ

ェ
ス

実
行

委
員

会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
3

月
2
3

水
2
3

土
2
3

火
2
3

火

2
4

金
フ

ェ
ス

実
行

委
員

会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
4

日
2
4

水
2
4

金
フ

ェ
ス

実
行

委
員

会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
4

月
2
4

木
人

材
定

着
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
3
：
3
0
-
1
5
：
3
0

2
4

土
2
4

火
経

営
会

議
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
4

木
感

染
対

策
委

員
会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
4

日
2
4

水
経

営
会

議
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
4

水
経

営
会

議
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
5

土
2
5

月
2
5

木
感

染
対

策
委

員
会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
5

土
2
5

火
経

営
会

議
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
5

金
フ

ェ
ス

実
行

委
員

会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
5

日
2
5

水
2
5

金
2
5

月
2
5

木
2
5

木

2
6

日
2
6

火
経

営
会

議
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
6

金
フ

ェ
ス

実
行

委
員

会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
6

日
2
6

水
2
6

土
2
6

月
2
6

木
2
6

土
2
6

火
経

営
会

議
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
6

金
感

染
対

策
委

員
会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
6

金

2
7

月
2
7

水
2
7

土
2
7

月
2
7

木
感

染
対

策
委

員
会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
7

日
2
7

火
経

営
会

議
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
7

金
フ

ェ
ス

実
行

委
員

会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
7

日
2
7

水
2
7

土
2
7

土

2
8

火
経

営
会

議
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
8

木
2
8

日
2
8

火
経

営
会

議
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
8

金
フ

ェ
ス

実
行

委
員

会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

2
8

月
2
8

水
2
8

土
2
8

月
2
8

木
2
8

日
2
8

日

2
9

水
2
9

金
2
9

月
2
9

水
2
9

土
2
9

火
経

営
会

議

9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
9

木
2
9

日
2
9

火
2
9

金
2
9

2
9

月

3
0

木
感

染
対

策
委

員
会

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

3
0

土
3
0

火
3
0

木
3
0

日
3
0

水
3
0

金
3
0

月
3
0

水
3
0

土
3
0

3
0

火

3
1

日
3
1

金
3
1

月
3
1

土
3
1

木
3
1

日
3
1

水

備 考

５
月

９
月

８
月

監
事

監
査

１
１
月

２
月

６
月

７
月

木

1
4

木

理
事

会
・
定

時
評

議
員

会

２
０
２
６
年
度
【法
人
関
連
年
間
予
定
表
】　
　
　

４
月

１
０
月

理
事

会
・
(評

議
員

会
)

３
月

1
9

理
事

会
・
(評

議
員

会
)

理
事

会
・
評

議
員

会

１
月

１
２
月

木

1
7


